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野生くさそてつ（こごみ）の出荷制限解除について
（ 大 崎 市 ）

原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第２０条第２項の規定により，平成

２４年４月２７日付けで原子力災害対策本部長（内閣総理大臣）から，出荷制限が指示されてい

た大崎市で産出された「野生くさそてつ（こごみ）」について，平成２９年５月２３日に，出荷制

限が解除されましたので，お知らせします。

なお，大崎市から産出される「栽培くさそてつ（こごみ）」については，平成２７年６月２３日

に出荷制限が解除されています。

記

１ 出荷制限解除の対象

大崎市で産出された「野生くさそてつ（こごみ）」

２ 解除後の検査計画及び出荷管理等

（１） 解除後の検査計画

ア 県は大崎市と連携して，大崎市内の発生状況を確認し，３検体以上の出荷前

検査を行い，基準値以下であることを確認した上で出荷する。

さらに，旧三本木町及び旧鳴子町においては，上記の検査とは別に３検体以

上の出荷前検査を行い，基準値以下であることを確認した上で出荷する。

イ 出荷期間中において大崎市内で週１回程度１検体の定期的検査を実施する。

ウ 過去の検査で５０ Bq/kg を超えた場所又は過去に検査を行っていない場所か
ら出荷する場合は，１検体以上の検査を行う。

（２）解除後の出荷管理

ア 採取・出荷者の管理

大崎市内で野生のくさそてつ（こごみ）を採取し，販売を目的とする出荷を

行う者について，宮城県は大崎市と連携し，採取地，出荷先等を記録した採取

・出荷者管理台帳を整備する。採取・出荷者情報に変更があった場合はその都

度台帳及び登録書を更新する。

イ 出荷・販売管理

野生のくさそてつ（こごみ）の販売を目的とする採取・出荷は，台帳に登録

された採取・出荷者に限定し，販売は，登録された販売施設等に限って販売す

る。

採取・出荷物には販売単位毎に品目（くさそてつ（野生），こごみ（野生）），

採取地，採取日，採取者の住所・氏名を表示する。

宮城県と大崎市は，販売施設等に対し，野生のくさそてつ（こごみ）の入荷

の際は台帳登録者の出荷品であるか確認するとともに，入荷したものが台帳登

録者以外の出荷品であることが判明した場合は，大崎市に報告するよう依頼す

る。また，定期的な巡回を行い，適切な出荷管理が実施されているか確認する。

＜参考＞

○ 「くさそてつ（こごみ）」の出荷制限の状況

栗原市，気仙沼市

○ 「くさそてつ（こごみ）」の出荷制限解除の状況

平成２７年５月２５日に解除された加美町に続き２例目


